
もし職場で被災したら？

〈実施概要〉
●＠2時間×3回実施
●参加数：のべ19名
●所属：企業(9名)、地域活動
(5名)、その他行政、自営業など

一社Nurture＆
Mature

sics(シックス）
代表理事:飯沼

2025年9月～11月にわたって行われたイベントの様子をお伝えします。

イベントレポート

帰宅困難者ゲーム実施の要点

●当ゲーム「帰宅困難者ゲーム」は、東京大学・廣井研究室と
SOMPOリスクマネジメントが開発したツールを、当法人が入門
向けにアレンジしたものです。
●帰宅困難者を受け入れる際の課題や運営方法を、実際の訓練
をせずに机上で体験できる学習ツールとして作られました。
●この入門版では、企業が従業員を社内に滞留させる場面
を“まずは気軽に”体験できます。会社勤めでない方も、家族
や近所の方が職場でどんな状況に置かれるかを知ることで、
自分に必要な備えを考えるきっかけになります。

アンケート結果＆頂いたお声

場で起きた気づき

情報が不確実になると協働が弱まり、曖昧さや推測に判断が
揺れる場面が見られました。役割やルールが定まっていない
と、互いに遠慮が生まれ、意思決定に踏み出しづらい様子も
ありました。また、災害経験のある人が場をリードする一方
で、他のメンバーが“沈黙”に入る瞬間もあり、判断のクセ
や優先順位の違いが自然に立ち上がる場面も印象的でした。
こうした気づきは、災害時だけでなく、日常のチームでも起
こりうる“動きづらさ”を見つめ直す機会になりました。

法人HP＆お問い
合わせはコチラ

帰宅困難者ゲーム ってどうなの？

一般社団法人Nurture＆Mature 
2025/12/5発行

 Q1.災害時に「自分やチームがどん
な行動をとるか」について考える

きっかけになりましたか？   Q2.ゲーム体験後のお気持ちは？(複数回答可)

企業には企業内での対
応が、どれだけ大変な
のか知れた。想定が狭
かった自分にもびっく
りした。

50代女性
地域活動・
個人事業主

I.Tさん

自分がどの立場で被災
するかによって冷静で
いられるのかを考えさ
せられた。

40代企業

K.Aさん I.Mさん

50代企業

大きな災害が発生すると
次から次へと問題が起き
ることをリアルに想像す
ることができた。

団体でゲームを実施する際は、参加者の経験値に合わせて、1つのイベントにか
ける時間や数を調整すると進めやすくなります。
 緊張感のある場面もあるため、安心して集中できる雰囲気づくりが大切です。
また、短時間でも感想シェアの時間を取ることで、協働の学びが深まります。

真剣に考え中‼

防災担当者の話に聞き入る皆さん

※sics(シックス)は、当法人の防災事業ブランド名で、Saigai Imagination to Compassionate Symbiosis の略称です。


